
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 防 災 通 信       

No.４３号 
2024 年 10 月 1 日 

県ドリームハイツ防 1 災隊 教育広報部 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０４５－８５１－２５９６ 

 

防災にあたっては先ず対象地域、立地から被災環境（以下、環境という）を考慮することが

非常に大切です。 

環境を考慮して今一度防災の点検をお願いします。 
 

１. 災害に対する県ドリームハイツ（以下、ハイツ）の環境 （下図参照） 
 

１.１ 水害及び土砂災害 

ハイツは立地上、水害、土砂災害の確率は

非常に低い。  

（横浜市の浸水及び土砂災害ハザードマップ

でも対象外です） 
 

１.２ 地震災害 

ハイツの災害は地震災害が中心となる。 

ここで重要なことは、ハイツ（マンション）は頑丈な建造物であり、当面の生活として使用できない

状況に損壊することは非常に低いと想定される。 
 

２. 災害（地震）発生後の避難 

上記のとおりハイツは災害に強い環境⇒「在宅避難」の準備を進めることが絶対です。 

避難所は家の全壊、半壊により寝る場所を失った人が利用する場所であり、入ったとしても 

収容人数限度、食料、ｾｷｭﾘﾃｨ、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ等勘案して在宅避難に優る要素はありません｡  

（“災害時は避難所に行けば何とかしてくれる”という意識があれば間違いです） 
 

３. 在宅避難の準備 

在宅避難のための準備では大きく分けると下記のとおりです。 

（１）地震発生時の減災 

生命の確保、負傷の防止を図るため、家具の転倒防止、消火器・ 

火災警報器・感震ﾌﾞﾚｰｶｰの設置、窓ｶﾞﾗｽの飛散防止処置などを行う。 

（２）生活のための各種備蓄 （７日以上の必要分） 

水、食料、熱源（調理・暖房等）、光源、トイレ、情報入手機器 

など準備、維持する。 
 

４. 在宅避難の準備状況 

防災隊では過日、防災意識、防災準備状況の調査を抜き取りで 

実施しました。 その結果、まだ十分の状態とは言えない状況であり 

備蓄の不足も顕在化しました。 

⇒本通信では「備蓄」について要点を裏面にまとめました。 

以上を踏まえ、「自分の身は自分が守る」意識をもって今一度見直し、備蓄の 

拡充を図ることを推奨します。 
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主な防災備蓄品の要点 

備蓄量 ⇒   ７日分   目標 

Ⅰ. 「備蓄品」の主な要点 

（１）  カテゴリー別（下表：区分別）に保存する。 

（２） カテゴリー別に点検する。 

（３） 賞味期限、保存期限は（製品の印刷表示とは別に）ラベル表示する。⇒見える化 

 

区分 基準備蓄量（日量） 備蓄運用・点検の要点 

水 ３ℓ／1 人 保管箱に大きく賞味期限をラベル表示する｡ 

（賞味期限 1 年～3 年くらいのﾊﾞﾗﾂｷに要注意） 

食料 ﾚﾄﾙﾄ食品、湯煎調理食材など 

併せて３食分／1 人 

・賞味期限をラベル表示する。 

・賞味期限、食味嗜好などを考慮して順次消費する｡ 

⇒ローリングストックを常態化する｡ 

熱源 カセットガスコンロが有効 

カセットガス：１.５本／1 家 

・コンロは定期的に使用⇒故障の有無を確認する｡ 

・カセットガスにも有効期限がある／通常７年 

光源 ランタン（周りを明るくする） 

懐中電灯（部分照明） 

各器具に対応の予備電池 

・定期的に点灯して故障の有無を確認する｡ 

・各器具用電池は常にスペアを準備しておく｡ 

トイレ トイレパック又はポリ袋∔防臭袋 

⇒トイレ回数は最低５回／1 人 

（多い人は 10 回） 

トイレ対策品の必要数は思いのほか大きい数です｡ 

絶対必要ながら備蓄量が不足しがちです｡ 

ポリ袋∔防臭袋は必要数確保に有効です｡ 

情報 

機器 

携帯ﾗｼﾞｵ、スマホ 

各器具に対応の予備電池 

・定期的に電源を入れ故障の有無を確認する｡ 

・各器具用電池は常にスペアを準備しておく｡ 

生活 

必需品 

トイレットペーパー、ティッシュ 

生理用品、常備薬など 

量的にかさみ別途備蓄が難しい場合でも、日常消費

する中で備蓄必要量を買い足しておく意識が重要です 

 

Ⅱ. “よこはま防災 e-パーク”（注）活用の勧め 

ネットに掲示された横浜市消防局が作成した防災に関する資料です。 

災害の概要、過去の災害記録、防災の基本対策、地域の環境（戸塚区）に合わせた説明等多くの 

切り口で説明すると共に、理解度確認チェックなどもできるようになっております。 

本通信と関連して活用をお勧めします。 

注：”よこはま防災 e-パーク“のページへは、この名前で検索する 

又は右の QR コードからも入れます。 
 

≪防災隊ホームページ閲覧のお勧め≫ 
「ドリーム燦燦（ｻﾝｻﾝ）」    （ｲﾝﾀｰﾈｯﾄから検索） 

（本ＨＰは当ハイツ周辺の構成団体等から、地域への広報ツールとして運営） 

標題ページ右下部 「県ドリームハイツ防災隊ﾄｯﾌﾟ」 ボタンをｸﾘｯｸ ⇒ 防災隊の HP 表示 

→ 防災隊の各種活動、防災マニュアル、防災通信などが掲載されています。 

 

  

 

 

 


